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１
回
目
の
保
健
福
祉
医
療
委
員
会

が
４
月
２
７
日
に
開
か
れ
、
病
院

局
、
保
健
医
療
部
、
福
祉
部
が
事
業

概
要
資
料
に
沿
っ
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
（
資
料
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

 

今
回
の
委
員
会
で
の
質
疑
は
説

明
に
対
す
る
確
認
程
度
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
江

尻
か
な
県
議
は
▼
県
立
３
病
院
に
お
い
て
中
東

情
勢
の
影
響
で
医
療
物
資
不
足
や
診
療
抑
制
な

ど
が
生
じ
て
い
な
い
か
▼
新
規
事
業
の
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
生
活
支
援
員
派
遣
（
ひ
と
り
親

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
臨
時
サ

ポ
ー
ト
事
業
）
の
準
備

状
況
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。 

  

県
立
病
院
で
医
療
物
資
不
足
は
？ 

 
  

病
院
局
の
海
老
根
経
営
管
理
課
長
は
「
県
立

中
央
病
院
、
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど

も
病
院
と
も
今
の
と
こ
ろ
医
療
用
手
袋
な
ど
の

不
足
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
診
療
や
治
療
に
影
響

な
い
。
し
か
し
、
中
東
情
勢
の
先
行
き
は
見
通

せ
ず
、
メ
ー
カ
ー
や
発
注
先
と
随
時
情
報
を
や

り
と
り
し
て
対
応
を
講
じ
て
い
く
。
懸
念
事
項

が
生
じ
た
際
は
議
会
に
適
宜
報
告
す
る
」
と
答

え
ま
し
た
。 

 

夏
前
に
は
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い 

  

石
徹
白
青
少
年
家
庭
課
長
は
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
支
援
員
の
無
料
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
ま
で
の
既
存
事
業
（
ひ
と
り
親
家
庭
日

常
生
活
支
援
事
業
）
か
ら
新
規
事
業
に
移
行

し
、
支
援
内
容
を
拡
充
す
る
。
夏
前
に
は
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
委
託
仕
様
書
の
準
備
等
を

す
す
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
１
事
業
者
（
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）
が
派
遣
し
て
い
た
も
の

を
複
数
事
業
所
に
増
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

や
す
く
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
江
尻
県
議
は

「
支
援
員
の
確
保
が
重
要
で

あ
り
、
事
業
者
選
定
や
準
備

状
況
を
随
時
報
告
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

委
員
会
の
重
点
審
査
６
項
目 

  

委
員
会
の
最
後
に
、
今
年
度
の
重
点
審
査

テ
ー
マ
を
次
の
６
点
に
決
め
ま
し
た
。 

 

❶
各
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
と 

 

 

新
県
立
病
院
の
整
備 

❷
高
齢
者
・
後
期
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢
者
の 

 

増
加
に
よ
る
福
祉
・
介
護
人
材
等
の
確
保 

❸
健
康
長
寿
日
本
一
に
向
け
た
取
組 

❹
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る 

 

地
域
で
の
支
援
体
制
構
築 

❺
こ
れ
か
ら
の
障
害
者
福
祉
の
充
実 

❻
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実 

  

次
の
委
員
会
開
催
は
６
月
１
０
日
の
予
定
で

す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
所
属
し
て
い
た
防
災
環

境
産
業
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
き
た
原
発
、
災

害
、
産
廃
処
分
場
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
賃
上
げ
問
題

等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
調
査
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
意
見
や
要
望
を
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

茨城県議会 保健福祉医療委員会で重点審査 

医療･福祉･保健･介護の取組

県議会議員  

江尻 かな 

緊急調査結果を公表 ⇒⇒ 

グ
ロ
ー
ブ 

279 

マ
ス
ク 

174 173 

注
射
器
等 

77 

点
滴
バ
ッ
グ
等 

55 

カ
テ
ー
テ
ル
等 

透
析
関
連
製
品 

14 

医
療
機
関
数 

不足が懸念される医療材料 
 茨城県保険医協会は４月１７日、中東情勢の影響により、石油製

品の原料であるナフサの供給に懸念が生じているとして、県内医

療機関に行った緊急調査の結果を公表しました。 

 その中で、▽手術用グローブなど衛生材料メーカーでは欠品が出

始め、医療機関への供給に支障をきたしかねない状況 ▽国はグ

ローブの備蓄放出を表明したが、地域医療を面で支える診療所に

まで供給がされるのか具体的部分は不明、▽サプライチェーン脆弱

化により、ナフサ由来製品の値上げが始まろうとしている―とし、

保険医協会は緊急対応を求めて２１日に県へ要請しました。 

 国の「備蓄放出」規模や見通しがはっきりしない中、供給網などに

も混乱や懸念が生じており、政府の迅速な対応が求められます。 

（保険医協会ホームページより抜粋） 

 県議会に６つある常任委員会のうち、今年度は保健福祉医療委員会(11人)の委

員になりました。合わせて、新しく設置された「県民の命を守る医療に関する調

査特別委員会」(15人、裏面参照)にも入り、医療･介護の提供体制や人材の確保、

子育て支援、サービスの地域間格差の問題等について取り組んでいきます。 

 現場の声と実態を反映させるため、どんどん声をお寄せください。 



【 調査項目案 】 

 １回目の調査特別委員会が５月１５日に開かれます。「県民が地域

で必要な医療を適切に受けられるためには、本県の懸案となっている

医師の不足や地域偏在、がんや救急医療をはじめとした政策医療の体

制整備などの課題に早急に取り組んでいく必要がある」として、１１

月までに委員会を7回程度開き、報告をとりまとめる予定です。 

 外国人の就労問題など関する情報 

● ４月２日 茨城県弁護士会の不法就労外国人に関する通報報

奨金制度に反対する会長声明に対して大井川知事が反論を発表 

 

 

● ４月２２日 県が通報報奨金制度を５月１１日から実施と発表 

 【受付方法】 労働政策課ホームページに開設する「不法就労情   

      報提供システム 」を通じて受付 

 【通報者の情報】 氏名、住所、電話番号、メールアドレス等、本 

      人確認ができる書類（写）を添付  

 【通報内容】 事業者名、事業所所在地、不法就労の場所、具体 

      的な状況、根拠となる資料等  

茨城県の見解 

（反論文書） 

茨城県の見解 

（関連資料） 

● ５月中予定 茨城県不法就労活動の防止に関する条例（案）   

  骨子に対する意見募集（２/24～３/２５実施）の結果公表 

● ５月１７日（日）１４時～１６時 「外国ルーツの人の声を聴く会」 

  茨城県水戸生涯学習センター中講座室（旧三の丸庁舎） 

  主催：NPOセンターコモンズ（事前参加申し込みはコモンズHPから） 

● ５月３１日（日）午前１０時～１２時 「外国人の就労と異文化共 

  生社会の展望」学習会、セキショウ・ウェルビーイング福祉会館   

  ４階大研修室、主催：いのち輝くいばらきの会※申し込みなし 

  講師：伊藤しのぶ弁護士（県弁護士会外国人権利救済委員長） 

● ６月２日～６月１６日 茨城県議会第２回定例会開催 

  不法就労活動の防止に関する県条例案が提案・審議予定 

・医師・看護師・薬剤師確保に係る県の現状・課題、対応状況、将来 

 推計など 

 県は、中央病院とこども病院の統合による新県立病院の整備（建設予定地／笠間

市小原地区・水戸市三湯町地区周辺）に向けて、大学病院や医師会、病院関連団体、  

患者団体などによる整備検討委員会を設置。これまでに委員会を２回開催して

３月末までに基本構想取りまとめとしていましたが、策定時期は未定です。  

 
 

 

「
県
立
中
央
病
院
と
こ
ど
も
病
院
を
一
つ
に
し

て
し
ま
っ
て
い
い
の
？
」｢

県
立
以
外
の
４
病
院
は
ど

う
な
る
の
？
」｢

医
師
・
看
護
師
は
確
保
で
き
る

の
？
」
な
ど
様
々
な
県
民
や
医
療
現
場
の
声
に
こ
た
え

ら
れ
る
よ
う
、
議
会
の
調
査
や
審
議
を
す
す
め
ま
す
。 

◆ 水戸保健医療圏６病院の再編イメージ（2025年2月19日知事記者会見発表資料より） 

救急は病院間で機能分担・役割について今後検討  


